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これまでに実施した地下水位観測について

○東京外環（関越～東名）の沿線における地下水位の観測は、環境影響評価時に設置した観測井の他に、『善福寺池』、『八の釜

の湧き水』の調査・検討に用いた観測井や設計・大深度地下使用に向け実施した地質調査のボーリング孔を活用し 平成２２年の湧き水』の調査 検討に用いた観測井や設計 大深度地下使用に向け実施した地質調査のボ リング孔を活用し、平成２２年

度より継続観測

① 観測位置 箇所① 観測位置 ８９箇所

【浅層地下水】

・ 開削区間周辺は大深度区間周辺より観測井を密に配置する。

・ 環境影響評価時に影響が予測された開削区間周辺の河川沿いの沖積低地に１箇所は観測井を配置する。

【深層地下水】

・ 深層地下水の観測井については、500ｍ程度の設置間隔を目安として路線全体に配置する。

・ 深層地下水の帯水層は、各種の水源井戸の取水対象として考えられることから、各帯水層に対して１箇所は観測井を配置する。

② 観測期間 平成２２年４月～

③ 観測方法 地下水位計（自動計測）の地下水位データを概ね１ヶ月に１回の頻度で収集

※1 浅層用地下水位観測井は 立川礫層および武蔵野礫層中※1 浅層用地下水位観測井は、立川礫層および武蔵野礫層中
の地下水を対象としました。

※2 深層用地下水位観測井は、上総層群中の地下水を対象と
しました。


